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第 3 群　 絨毛性腫瘍 に 関 す る 問題

　53．卵巣 に 原発 した絨毛上皮腫 の 1例

　　　　　　　 （北海道大 ） 西 垣内美隆 ，朝野　幸朗

　　　　　　 西谷　　巌 ， 藤沢　正 昭 ， 田辺 　陽
一

　17才n ヵ 月の 未婚処女に 発生 した 原発性卵巣絨毛上皮

腫 の ユ例 を経験 した ．右卵巣の 充実性腫瘍 で 摘出後 ，組

織検査で 出血巣及 び 壊死巣を伴 う ト 卩 ホ ブ ラ ス トの 浸潤

が あ り絨毛上皮腫 と判明 し た ．同時 に 行 な つ た 尿妊娠反

応は 陽性 で あつ た．メ ソ ト レ キ セ ート，及 び エ ソ ドキ サ ン

療法で・一時軽快退院した ，1ヵ 月後 ， 再 び尿HCG 　 300

単位陽性 とな り，下腹痛 の 発現を 来 し た の で 再 入 院 し

た ．再開腹術 に よ り右下腹部に 腫瘍形成 を 認め た 。メ ソ

ト レ キ セ
ー

トの 局所及 び 全身投与 ，そ の 他 の 抗癌剤に よ

る療法 ，
6°Co 照 射 ，男性 ホ ル モ ソ療法 に も拘わ らず一

時軽快 した の み で 1年余 り後に 死亡 した ，こ の 間尿 HC

G は 比較的低値で あつ た 為 に 病巣 の 進渉 は や や 予測困難

で あつ た ，病理解剖所見で は 種 々 の 臓器 に 腫瘍転移巣 を

認 め こ れ らは 卵巣腫瘍と同 じ組織で あつ た ．既往歴及び

剖見 か らは 他に 腫蕩 の 原 発部位 は 考 え られ ず奇形腫 そ の

他 の合併症 もな く従 つ て 原発性に 卵巣に 発生 した絨毛上

皮腫 と診断 した ．

　Hertig に ょ れ ば 卵巣に 原発する 絨毛 上 皮腫は 約4 億

に 1 例 とい い 極 め て 稀 と考 え られ る の で 報告した ，

　54．妊娠 7 カ月 人 工 中絶直後 に発 生 した 悪 性絨 毛 上 皮

腫 の 1 例

　　　　 （都立築 地 ）

　　　　　　　竹内　繁喜，柳 円　昌彦 ，服 部　　智

　　　　　　　柴 田　直秀 ， 三枝　義人 ， 名取　光博

　我々 は 妊娠第 7 ヵ 月で 人T．中絶後早期に 発生 し た 悪性

絨毛上 皮腫 の 1 例を 報告す る ，

　 患者 は 30才 で 3 回経産婦 ，人工 中絶 2 回 の 妊娠歴を 持

つ ．今回 昭和40年 9 月 4 日を 最終 月経 に して
， 昭 和 41年

3 月 2 日 ， 妊娠第7 ヵ 月で 妊 娠中毒症 と羊水過多症 の 為

人工 中絶を行な つ た所，品胎を娩出 した ．こ の 時胎盤 と

共 に 肝 様 の 腫瘍を 娩出 し ，病理 組織学的に 検査 し た が 悪

性絨毛上 皮腫 と の 関係は は つ ぎりし なか つ た ．

　 中絶後28日 目 に 性器 出血 が あ り，子宮内容除去 した

が ，再 び 47日 日に 不 正 性器出血 が あ b，こ の 時腟壁 に 小

腫瘤2 コ を認め Blopsy を行 ない 悪性絨毛上皮腫 と判明

した ．内膜診査 ソ ーハ 、尿中 ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 定量に よ り，

よ り明確 とな つ，患者を国立 が ん セ ン タ ー
病院 に 転院 さ

せ 検査 ，治療 を 依頼 し た ，そ の 結果骨盤 ア ン ギ オ グ ラ フ

ィ
ー

に て悪性絨毛上 皮腫の 原発巣と腟壁転移を確認 し ，

胸部 x 線で は肺転移が見られた ．子宮全剔出を行ない 抗

癌剤 と術後 の 放射線治療 （リ ＝ ア ッ ク ） に よ り ， 肺及 び

腟の 転移巣は 消失 し ，現在経過 は 良好で ある ，

　本例 は 中絶後47日 目に ま ず悪性絨毛 E皮腫 の 転移巣 よ

り発見 さ れ た こ とか ら見て
， 原発巣は 中絶後

「
戸期に 発生

した もの と考え られ る が胞状奇胎後の み な らず ， 流産 ，

中絶後 ，正常分娩後の 不 正 性器出血 に 対して も十分注意

し て観察，管理す る必要が あ り，疑 い が あれば 積極的に

諸検査を 行な い 早期発見，治療 に 努 め なけれ ぽ な らない ．

　55．診 断 困難 な り し絨 毛 上 皮腫 の 1例

　　　　　　　　　　（東京 ・
同愛記念）中津　幸男

　　　　　　 堀 口　貞夫，河本　　久 ，内藤　忠 尚

　 頑固な 不 正 性器出血 の た め 来院 し ，．子宮筋腫 の 診断 の

もとに 単純子宮全剔術を行なつ た が 子宮内腟 に 異常が な

い た め ， 絨毛 上 皮腫 の 診断 の お くれ た 1例 を 経験 した の

で 報告す る ．

　患者は 49才 の 4 回経産掃．人 工 妊娠中絶術 を 8 回経験

し て い る ，確認 さ れた 最後 の 妊娠 は 昭和39年 5 月で 妊娠

3 ヵ 月で 人 工 妊娠中絶を 行 な つ て い る．そ の 後 不 正 性器

出血 を く りか え し，治療 を行な うも効果な く，子宮が大

ぎさをなずため に ， 紹介されて来院 ，昭和41年 3 月15日

腹式単純子宮全剔術を行 な つ た。

　 こ の 時 子 宮 の 左前壁 に 6x5c 皿 の 筋腫を 認 め 子宮内腔

に も異常を 認 め な い た め に ，組織検査 を行 な わ ずに ，術

後経過 も良好で 3 月28 日 に 退院 し た ．約 2 ヵ 月後 の 6 月

3 日に 全身倦怠感，悪心 嘔吐で 内科に 入 院．こ の 際の 胸

部 レ線写真で斑状陰影を認め ，
フ リードマ ン 試験を行な

つ た 所1000単 位陽性 で あ つ た ．直 ち に 剔 出 物 の 組織検査

を 行 な い 絨毛上 皮腫 の 確定診断 を 得 て ，
Methotrexate

（合計 325  ） Actinomycin 　D （合計 2 ．5n  　の 治療

を行 なつ た ．7 月末 日に は フ リ
ード

’一
？ ン 反応 も （一） と

な り， 胸部 レ 線上の 陰影 も 消失 した た め 8月 に退院し

た ．しか し 9 月 5 日再び フ リードマ ン は 陽性化 し ， 更 に

10月20日10分間 の 意識消失 とそ れ に 続 く右上 下肢 の 麻痺

を認め た ．現在検査中で あ るが ， 片麻痺は 頭蓋内出血 の

た め と思わ れ る．
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